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その4●「沖縄県久米島 ハテの砂洲」を訪ねて　
沖縄県那覇市の西約１００ｋｍ。東シナ海の海上に浮かぶ「久米島」。
総面積５９．５３ｋ㎡。人口は約１万人弱。
最近ではプロ野球「楽天イーグルス」の春のキャンプ場として有名だが、
もともとはダイビングファンのマリンリゾートとして垂涎の場所。
「ハテの浜」は久米島の東約５ｋｍに位置する砂浜だけの３つの無人島を指す。
久米島に近いほうから「メーヌ浜」、「ナカノ浜」、「ハテの浜」と呼ばれている。
通船で行けば、エメラルドブルーの海と白い砂浜が歓迎してくれる。

美 し い 海 と 渚 を 大 切 に 　



● 新年のご挨拶

新しい年に臨んで  一般社団法人 日本マリーナ・ビーチ協会 会 長  渡部 俊郎　
　　　　　　　            国土交通省 港湾局 海洋・環境課長  小谷野 喜二
　　　　　　　            国土交通省 港湾局 海岸・防災課長  眞田 仁

 平成26年度職務執行状況 中間報告
                     一般社団法人日本マリーナ・ビーチ協会 理事長  西島 浩之

◆広告索引
Ｐ１2 ：東亜建設工業（株）
　　　若築建設（株）　
Ｐ１3 ：ヤマハ発動機（株）
　　　五洋建設（株）
Ｐ１4 ：東洋建設（株）
        （株）不動テトラ
Ｐ１5 ：ゼニヤ海洋サービス（株）　
　　　不二工業（株）
Ｐ１6 ：日本ホイスト（株）
　　　（株）地域開発研究所　
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表紙の言葉／南仏のマリーナで、絵を描きながらヨットで暮らす「人生」があるようだ。
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協会概要／協会会員一覧
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古代ギリシャの北西風。
夏は暑い火鉢を持った老人として

描かれた。
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一般社団法人 日本マリーナ・ビーチ協会

会 長 渡部 俊郎
一般社団法人 日本マリーナ・ビーチ

会 長 渡部 俊郎

　新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。新年
にあたり、平素から当協会業務運営並びに事業遂行の為、国土交通省ご当局を
はじめ関係諸団体並びに会員の皆様から格別のご指導とご支援を頂いております
ことに、心より厚く御礼申し上げます。
　昨年は豪雨、猛暑、台風、と異常気象による被害が全国各地に発生し、海洋性
レクレーションの開催などに多大な影響を与えました。本年はマリーナ、ビーチに
関係されておられる会員の皆様にとって、穏やかな気候に恵まれ、景気も上昇し、
業界が元気になる良き年になりますことｱ?を祈念しております。
　私も昨年の総会において、小幡前会長より重職を引き継ぎ、微力ではありますが
協会の発展のため頑張ってまいりますので、本年もご指導ご支援をお願い申し上げ
ます。就任時に目標と致しました、「会員の皆様による会員事業の推進」につきま
しては、「40週年記念事業実行委員会」、「放置艇ゼロ政策における民間マリーナ
の役割について」、「マリーナ従業員の教育について」、「災害支援活動の推進に
ついて」、「観光を基軸としたマリーナの相互交流について」をテーマとした委員会
を立ち上げ活動がスタート致しました。

また、第4回理事会におきまして「協会のさらなる活性化に向けての取組み」が
議論され、
１・会0クに向けてビジネスチャンスの拡大。
２・協会会員の入会促進、入会規定の見直し。ビーチ関連会員の入会検討。
３・「協会の在り方」「協会の魅力発信」などの、中長期のビジョンづくり。
が、課題として提議されました。今後部会を早急に立上げ具体的に推進してまいります。
　公益事業につきましては、マリーンウイーク、安全管理者講習会などの各種講習
会、国内視察研修会、優良マリーナ認定などの各種公益事業に、本年も例年以上
のご参加をお願い申し上げます。受託事業につきましても前年以上の受注を頂き
ました。今後も一層質の高い調査活動を実施する事により、協会の運営状況の
改善を図ってまいります。
　最後になりますが、本年も皆様のお役にたてる協会となるよう努力してまいります。
会員の皆様には、協会活動に引き続きご支援とご協力をお願い申し上げますとともに、
皆様の益々のご発展とご健勝を祈念申し上げ新年のご挨拶とさせていただきます。
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● インサイド・レポート

平成２7年度「第3回21世紀マリーナの会」報告

● イベント・レポート2

第27年度「第４1回国内視察研修会 in 愛媛県・香川県」実施報告
● イベント・レポート3

「海外視察研修会 in アメリカ」実施報告

● イベント・レポート1

「実感！ マリーンウィーク２０１5」最終報告　

● シーサイド・ギャラリー

第27回「全国児童 水辺の風景画コンテスト」主な入賞作品

● インフォメーション

「マリーナ総合賠償責任保険制度」募集のご案内

● インフォメーション

協会からのお知らせ

● インサイド・レポート
平成２7年度「第２回公共・３セクマリーナ管理・運営研究会」


